
2023/10/19 19:55 日本経済新聞電子版  594文字 

グローバル・テックが増設した試験センター（兵庫県加
東市）

専用の装置内で充放電を繰り返し、電池の性能や
耐久性を調べる

グローバル・テック、EV向け電池の試験センター増設

　電気自動車（EV）向けリチウムイオン電池の受託試験
を手掛けるグローバル・テック（大阪市）は、試験セン
ターを兵庫県加東市に増設する。総投資額は約50億円。
同市内の別の場所に稼働中の試験場があるが、増設によ
って能力を約2倍に引き上げニーズの拡大に対応する。

　加東市内の約2万6400平方メートルの土地と３棟の建
屋を購入した。１棟は改築して試験を始めており、別の1
棟は2024年から本格稼働する予定。残る1棟は電池メー
カーや自動車メーカーのニーズをみながら用途を検討す
る。

　性能評価試験は特殊な環境下で充放電を繰り返し、電
池の性能や耐久性を調べる。増設するセンターには次世
代車載電池として期待される全固体電池など新しい電池の試験
スペースも設ける。

　敷地内に新たな建屋を設け、電池の最小構成単位である「セ
ル」を対象にどういう条件で燃焼するかを確認する安全性試験
も６月から始めた。セルを一定規模に組み上げた「モジュー
ル」の安全性試験を実施する建屋も建設中で、24年1月から稼
働する予定だ。

　センターにはヘリポートも整備し、トラブルが起きた電池を
すぐに確認したい場合はヘリコプターで輸送できるようにし
た。

　グローバル・テックは15年から２次電池を評価する受託業
務を始めた。今年2月にはドイツに現地法人を設立し、欧州圏
内の車載電池市場の動向調査を開始。今後は電池評価試験装置
の販売や受託試験業務も手掛ける予定だ。
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